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は じ め に

大阪府立成人病セ ンター泌尿器科 では,尿 路性器腫

瘍に対す る臨床 診療 および研究を大 きな主題 としてい

る.今 回われわれは最近6年 間の入院患者について臨

床統計をお こなったのでその内容を報告す る.

対 象 な らび に 方法

1978年1月 か ら1983年12月 までの6年 間に,当 科に

入院 した愚者2,483人 に対 し,年 齢,性,疾 患臓器 と疾

患の種類お よび手術件数,臓 器別の手術頻度 と手術内

容,手 術術式別頻度 を調査 した.な お外来 でおこな っ

た小手術は手術 症例 な らびに手術件数に含め ていない.

結 果 な らび に考 察

入院患者統計

1)入 院患者数

6年 間の入院患者総数は2,483人 で,年 平均患者数は

414人 である,1978年 までに比 し1979年 よ り入院患者

数 は大 き く増加 しているが,1983年 はやや減少 してい

る.最 近 と くに化学療法 の有用性 が高 まっているため,

1症 例 あた りの平均在院 日数が延長 していることに よ

る と思われ る.1984年 に入 りこの傾 向は さらに顕 著と

な りつつあ り,今後の問題点のひ とつ となろ う(Table

1).

2)性 別

全症例2,483人 中,男2,043人,女 繕40木で男女比 は
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4.64;1で あ る.年 別 に み る と1982年 の 男 女 比 が

6.3=1と 男 が 多 か った 他 は 大 きな変 動 は み られ な い

(Table1),

3)年 齢

年 齢 分 布 は,Fig.1に 示 す.20歳 未 満 の 症例 が 他

施 設 に 比 し約1/10と な って い る のが 特 徴 的 で あ る.
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Fig.1年 齢 分布(2,483人,1978～1983)

20歳 以後の分布 は標準的であ り,60歳 代 に ピー クを示

してい る.

疾患統計

1)疾 患臓器

疾患を臓器別に分類す ると膀胱が775例,3L2%と

もっとも多 く,つ いで前立腺650例,26.2%,腎402

例,16.2%の 順 とな ってい る.他 施設に比 し,膀 胱,

前 立腺がやや 多 く,腎 がやや少 ない 傾向が み られ る

(Table2).

2)疾 患の種類

疾患の内容に つ いては,悪 性腫瘍が もっとも 多 く

1,128例,45.4%.つ いで良性腫瘍536例,21.6%で 腫

瘍性疾患 の占め る割合が67%に も達 している.結 石が

366例,14.8%を 占めている(Table2,Fig.2).最

多疾患 は膀胱癌 であ り,629例 と入院患者 の114を 占

め,第2位 が前立腺肥 大症432例,17.4%,第3位 が

尿石症366例,1引7%,第4位 が前立腺癌194例,7.8

%,第5位 が男性器癌111例,4.5%で ある(Fig.2).

疾患臓器お よび疾患 の種類に おいては年別にみてと く

に 目立つ変動は認め られ ない.

TableL症 例 数(1978.LI～1983.12.31)

197819791980198119821983 計

入院患者数3163923984644684452483

男:女248:68323:69322:76376:88404:64370:752043:440

手術症例数259

手 術 数289

293320

315346

3643413371914

3923673732082

Table2.疾 患 臓 器 と疾 患 の種 類(1978～1983)

膀 前 腎 尿

立
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性
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後 副 他 計
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形
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0

0

0
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0

0
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2
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2
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0

3

0

3

0

0
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8

0
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3
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2

4

0

7
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0
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8

0

1

0

0

0

0
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0

3
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8

0

0

1

1

0
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0
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0

0

3

0

0

5

4

0

2

0

2

0

0

2

0

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8

1

0

8
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0

1

1

0

0

16

1128

536

366

130

109

60

43

45

19

3

44

45.4

21。6

14.8

5.2

4.4

2.4

1.7

1.8

0.8

0.1

1.8

計 775650402220196807819171452483

31.226.216.28.97.93.23.10.80.70,041.8 100.0%
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Fig.2

Table3.臓 器 別 手 術 頻 度(1,914例,1,978～1983) Table4.膀 胱

膀 胱

前 立 腺

腎 ・腎孟

尿 管

男 性 器

尿 道

後 腹 膜

副 腎

副甲状腺

他

667

420

288

198

183

68

22

17

1

50

34.8%

21.9

15.0

10.3

9.6

3.6

1.1

0.9

0.1

2.6

計

1.TUR-Bt

2.全 摘除 術

回 ・結腸導管造設術

〔皮膚痩造設術

1914100.0

3.TU・BiOPsy

4.TUR-Bn

5.部 分摘 除術

6,膀 胱 尿 管新 吻合 術

ア.砕 ・切 石術

8.憩 室切 除術

9.牽 引術

10.皮 膚 撰 造設 術

11.経 尿 道 的異 物摘 出 術

394例

111

1?)

ll

穏
i2

二
1

59.3%

16.7

7.8

5.2

4.2

2.8

2.8

0.6

0.1

0.4

0.1

Table5.前 立 腺
計 667100.0

1TUR-P 261例62.1%

2.恥 骨後摘除術141

3.全 摘除術 18

33.6

4.3

計 420100.0

手術統計

2,483人 の入院患者 中手術 は1,914人,77.1%に の

べ2,082件 施行 されている.年 平均 では319人 に347件

の手術が おこなわれ た ことに なる(Tabie1).

1)臓 器別手術頻度

・1,914例 の手術症例を,手術 のお こなわれた臓器別に

分類 した ものがTable3で あ る.膀 胱が667例 で手

術の113が 膀胱に対 してお こなわれた ことにな る・

2)臓 器別手術 内容

次に 手術頻度 の高 い臓器につ いて順に,お こなわれ

た手術内容を調べた.

a)膀 胱

膀胱に対 しておこなわれた667例 中もっとも多い手

術はTUR-Btで394例,59.3%で あるが,さ らに全

摘除術の111例,16.7%とTU-Biopsy52例,7.8%お

よび部分摘除術28例,4.2%oを あわ せた腫瘍に対する

手術が実に88%以 上を 占めてい る.な お全摘時の尿路

変向法は原則 として,回腸導管 としている(Table4).

膀胱全摘症例においては,こ れ らll1例 をは じめ とし

た最近 の全摘症例の摘除膀胱標本に詳細 な病理学的検

討を加え ることに よ り,さ まざまの予後規制因子 の予

後に対す る関与度があき らかに されつつある1).

b)前 立腺

つ ぎに420例 と多い前立腺 では,TURが261例,

62.1%に 施行 されている.た だ し,前 立腺癌に対 して

はlatentcancerは 別 として ご く少 数 例 を 除いて
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TURは 施行 していない.肥 大症の開放手術は141例

にお こなわれ ている.stageBお よびCの 前立腺 癌

に対 しては積極的に 全摘除術 を採用 してお り2・3),18

例 とな っている(Table5).全 摘時 の膀胱 尿道 吻合

法は膀胱弁に よる後部尿道形成術 を採用 し,吻 合部狭

窄お よび尿失禁をほ とん ど完全に 防止 しえてい る.ま

たその予後について も,た とえば10年 実測生存 率でみ

ると,当 科におけ る前立腺癌症例全体 では32%で ある

のに比べ全摘症例では76%と きわめて良好である.し

たが ってわれわれは早期発見 ならびに根 治療法が重要

であ り,そ のためには今後前立腺癌集団検診 の実現が

必須 であると考え,努 力 している4).

c)腎 ・腎孟

腎 ・腎孟における手術 で,も っとも多いのは切石術

で44,4%で ある.し か し腎摘症例のほ とんどが腎細胞

癌 であ り,・腎孟癌に対す る腎 ・尿管全摘除術 とあわせ

る とここで も悪性腫瘍に対 してお こなわれた手術が40

%に なっている(Table6).

d)尿 .管

尿管においては切石術が71.7%を 占め,つ いで尿管

癌に対 して腎 ・尿管全摘除術が32例,16.2%に おこな

われ てい る(Table7).

e)陰 嚢,陰 嚢 内容,陰 茎

男性器における手術では,前 立腺癌が入院患者 の第

4位 の疾患 であ ることか ら,去 勢術を含めた摘除術が

もっとも多 くな っている.睾 丸腫瘍に対 しておこなわ

れ た高位除睾術は46例 で,う ち42例 が胚細胞性腫瘍,

さ らにそ の うち精細胞腫 は20例 である.こ れ らの摘除

腫瘍組織について免疫酵 素抗体法 で検討 した結果,睾

丸腫瘍に おける腫瘍 マーカーの組織 内局在がGEAを

は じめ としてあ きらかに され,睾 丸腫蕩の発生を考え

る うえで重要な手がか りとなっている5).停 留睾丸症

例は きわめて 少な く,固 定術は 年平均1例 に す ぎな

い.両 側性 精細胞腫 の症例にtestosteron含 有人工

睾丸を,前 立腺全摘症例にpenileprosthesisを 装着

しているのは今後 の興味が持たれる(Table8)。

f)尿 道

尿道につ いては,女 性の カル ンケルの摘除術が多 い

が,尿 道憩室お よび傍尿道嚢腫 に対す る手術が7例,

IO.3%と 比較的多 くみ られてい る(Table9).

9)そ の他

後腹膜 では睾丸腫瘍における リンパ節廓清術 が漸増

しているのが 目につ く.

副腎 では17例 の摘除術が おこなわれ,う ち原発性ア

ル ドステロン症が8例,褐 色細胞腫が6例,ク ッシン

グ症候群が3例 である.

Table8.陰 嚢 ・陰 嚢 内 容 ・陰 茎

Table6.腎 ・腎 孟

1.切 石術

2.摘 除術

3.腎 ・尿管 全摘除術

4.部 分摘 除術

5.嚢 胞切 除術

6.皮 膚痩 造設術

7.腎 孟形 成術

8.腎 周囲 リンパ管結紮術

9.他

128例

88

22

13

14

8

8

4

3

44.4%

30。6

7.6

4.5

4.9

2.8

2.8

1.4

1.0

1.摘 除術

2,高 位除 睾術

3.陰 嚢水瘤根 治術

4.睾 丸固定術

5.部 分 摘除術

6,畢 丸静脈高位結紮術

7包 皮環状切除術

8.義 睾丸装着術

9.プ ロ ステーゼ装着術

101例

46

22

6

4

1

霊

1

1

55.2%

25.2

12.1
3.3

2.2
0.5

0.5
0.5

0.5

計 183 100.0

計 288 100.0

Table9.尿 道

Table7。 尿 管

1切 石術

2.腎 ・尿管 全摘除術

3.皮 膚痩造 設術

4.部 分摘除 術

5.剥 離術

6.経 尿道 的尿管 ロ切開 術

7.経 尿 道的尿管瘤切開 術

142例

32

15

2

2

4

1

71.7%

16.2

7.6

1.0
1.0

2.0

0.5

1.摘 除術

2.内 尿道切開術

3.憩 室 ・傍尿道嚢腫切除術

4.尿 道形成術

5.索 切除術

6.全 摘除術

7.経 尿道的腫瘍切除術

8.部 分摘除術

9.吻 合術

33例

11

7

6

3

3

1

3

1

48.5%

16.2
10.3
8.8

4.4

4.4
1.5

4.4
1.5

計 198100.O 計 68 100.0
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Table10.手 術術 式 別 頻 度(1,914例,1978～1983)

394例 20.6%

13.6

7.7

7.4

ワ.4

6.7

5.8

4.6

2.8

2.ワ.

1.8
'L7

1.5

1.1

1.0

1.0

0.9

0,9

0;9

0.ワ

頻 度にっいて調査 した.

1.TUR-Bt

2.TUR・P 261

3.睾 丸摘除術 ・去勢術147

4.尿 管切石術 142
5.恥 骨後前立腺摘除術141

6.腎 ・腎孟切石術

7,膀 胱全摘除術

8.腎 摘除術

9.腎 ・尿管全獅除術

10.TU・Biepsy・.

11.TUR・Bnト'

12.尿 道腫瘍摘除術

13.膀 胱部分摘除術

14.陰 嚢水瘤根治術

15.膀 胱尿管新吻合術

膀胱砕 ・切石術

17.前 立腺全摘除術

尿管皮膚痩造設術

19.副 腎摘除術

20.腎 嚢胞切除術

1、28

胴1

88

54

52

35

33

28

22

19

19'

18

18

17

.14

3)手 術術式別頻度

以上主な臓器別に手術内容を示 したが,最 後に頻度

の高 い手術術式 を上位20位 まで 順にTable10に 示

す.

結 語

1978年1月 か ら1983年12月 までの6年 間 の大阪府立

成人病セ ンター泌尿器科入院患者臨床統 計をおこなっ

た.

6年 間の全症 例2,483人 を,年 齢,性,疾 患 内容,疾

患臓器 とあわ せて手術件数,臓 器別手術頻 度,術 式別
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付記

1)著 者名は この期間に大阪府立成人病 センター泌尿器科

に在籍 した ものである.

2)本 論文 の要旨の一 部は第103回 日本泌 尿器科学会関西

地 方会(1983年5月21日,於 大阪市〉にて発表 した.

3)こ の統計は主 として宇佐蘂道之医長によ りまとめ られ

た.
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